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2020 年 1 月 30 日、「金沢文化スポーツコミッションについて」をテーマに金沢市議会に

おいて金沢市議員との意見交換会が行われ、金沢市議会からは 34

人全員にご参加いただき、目黒区議会からは 10 人が参加した。 

冒頭の金沢市議会議長のあいさつでは、今年の金沢市は降雪が

60年で最も少なかったために目黒区での氷室の展示が行えなかっ

たお詫び、金沢市の概況と観光についてのアピール等の話があっ

た。目黒区議会および金沢市議会の出席者紹介では、目黒区訪問

の御礼を述べたかたもいた。私はこうした交流会は初めてであっ

たが、相手方の街の魅力を地元で周知していくことで、私たちが

都市間の交流の懸け橋になれる可能性を感じるひとときとなっ

た。 

次に金沢文化スポーツコミッション代表の平氏による説明があった。なおスポーツ庁に

よれば、地域スポーツコミッションの事業とは、「スポーツと，景観・環境・文化などの地

域資源を掛け合わせ，戦略的に活用することで，まちづくりや地域活性化につなげる取組」

のことで、金沢市では全国大会等のような文化スポーツイベントの誘致に対する支援事業

や、文化とスポーツのコラボレーション事業を行なっている。 

金沢市の地域スポーツコミッションの事業において、誘致活動については文化スポーツ

イベントを誘致した場合に、県外の参加者数や観客数に応じて、地元団体に最大 300 万円

(加算額は最大で 80 万円)の奨励金等を交付する。こうした制度は全国唯一の施策とのこと

で、交付先は全国規模の団体ではなく、誘致に際して汗を流した地元の団体に交付すること

が特徴となっている。実際の誘致誘客実績は 2019 年度に 20 件で 10，000 人以上かつ 14,400

泊以上の集客、2020 年度(12 月末現在)は既に 19 件で 11,400 人以上かつ 23,400 泊以上の

集客を果たしている。今年度に関しては 4 月以降の前年同期比で 7 件の増であった。人数

や宿泊数と一人当たりの消費額を考えると、比較的少額の奨励金で市内での消費額が多く

見込めることから、投資効果の高さが伺える。実際にシンクタンクの試算によれば 500 万

円程度の補助金で経済効果は直接的な部分で 5.6 億、間接的な部分も含めると 9.8 億に及ぶ

とのことであった。 

またコラボレーション事業については、前泊や後泊を促す事業、または大会当日に金沢の

魅力を知ってもらったり、あるいは市内商店街での消費を促したりする事業を実施した。例

えば昨年に行われた「西日本レディース卓球フェスタ」の前泊に関しては「水引アクセサリ

ー製作体験」、大会当日に関しては卓球のラケットに金箔を貼る「伝統工芸体験」、名産の和

菓子が当たったり参加証で商店街のお買物券がもらえたりする「卓球版ストラックアウト」、

金沢の観光スポットの写真を背景にチームで SNS発信用の写真を撮れる「思い出作りコー

ナー 記念撮影」、後泊に関してはナイトライフを促す事業を実施した実績がある。こうし

た施策の他に、昨年の 8 月実施イベントからは事後アンケートの送付時に金沢 1 日周遊バ

ス券の引換券も同封しており、引換券の利用(大会の来場を機にしたリピーターであること
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がわかる)は 12 月末現在で 46 枚、1 月半ばで 57 枚に及んでいるという。 

さらに、こうしたスポーツ大会の機に会場でスポーツ競技者の弁当の写真を展示するこ

とで、普段はスポーツにあまりなじみのない主婦層にもスポーツへの興味を持たせようと

いう試みも行われている。スポーツの裾野を広げることで、市内在住者の健康状態の向上を

企図している事業であるとのことだった。 

意見交換や質問の場等で金沢市議員からも聞いた今後の課題としては、オーバーツーリ

ズム気味となっている金沢駅の東側だけでなく西側にも来客を誘導していくこと、観光業

の持続可能性には地域住民の納得が必要であるということが挙げられた。 

筆者の個人的な感想としては、道路や鉄道といったインフラの整備で見込める経済効果

は現代では少なくなっている分、インバウンド(国内の他地域も含む)での消費を促す施策は

ひとつの大きな選択肢になると考えられる。またスポーツの振興は健康寿命の伸びにつな

がると考えられることから、スポーツ振興は目黒区でも意義があると考えられる。ただし目

黒区では宿泊施設が少なく、民泊も条例により非常に抑制的なルールが定められている。近

隣区に宿泊施設が多くあることからも、スポーツコミッション事業をインバウンドの産業

振興を目的として活用するメリットは金沢ほど大きくはならない可能性が高い。もし国の

スポーツコミッション事業を活用するのであれば、区内在住者の健康増進を目的とした「運

動・スポーツ習慣化促進事業」のスキームを活用することがやや現実的だと思われる。 

また名高い観光地のひとつでもある金沢の市議員から、インバウンドでの消費を増やす

には地域住民の納得が必要であるという考え方も聞けたことはひとつの収穫であった。現

在筆者の住む祐天寺地域では駅周辺の整備方針の策定を進めているところであるが、静謐

な環境を望む在住者と、商店街の活性化を望む方々との間には溝があるように感じている。

筆者は議員となる前に、地域の魅力が向上せずに生活に必要なスーパーやコンビニなどの

事業者が撤退していく街を都内でいくつも見てきた。産業の振興や地域の発展(または維持)

のために、ひとりの政治家としてていねいな説明や説得をしていきたいという思いも新た

にするひとときとなった。 

末筆ながら、充実した 2 日間をご提供いただいた金沢市の皆さま、そして区議会事務局

での担当者の皆さんに心からの御礼をこめて、今回のレポートとしたい。 
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